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履修対象  建築工学コース（２年次）  

単位  ２  セメスター  ３  

受講条件  特になし  

授業の教育目的･目標  

他科目との関連  

室内の空気環境の評価と制御のための基礎的な知識を習得し、空気力学に基づく換気

計算理論を理解した上で、室内空気汚染に関わる種々の物理量を予測するための計算法

を習練すること。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 学習・教育目標  

○     ◎   

テーマ 概要 学習・教

育目標  

建 築 工 学 と 建 築

環境工学概説（２

回）  

空気環境・熱環境・光環境・音環境にわたって取り扱う建築環

境工学に関する概説を行い、建築工学における環境物理・心理

生理に関する基本的な知識を身に付ける。（包括２回） 

Ａ  

空 気 環 境 と 建 築

（１回）  

伝統建築から現代建築に至るまで、空気環境・熱環境の観点か

ら建築を分析することにより，空気環境と建築に関する基本的

な知識を身に付ける。（包括１回） 

Ａ  

空 気 中 の 汚 染 物

質（２回）  

空気中に含まれる様々な汚染物質について、その発生メカニズ

ム、特性、人体影響についての基本的な知識を身に付ける。（包

括２回） 

Ａ  

空 気 移 動 解 析 の

基礎（１回）  

流体力学の基礎式及び換気力学についての基本的な知識を身

に付ける。（包括１回） 

Ａ  

換気計算手法（４

回）  

温度差換気と風力換気に関する換気計算手法についての基本

的な知識を身に付ける。（包括１回） 

また換気計算の数値解法に関するアルゴリズムと換気計算問

題の解法についての専門的な知識を身に付ける。（高度１回） 

Ｆ  

空気中に含まれる汚

染物質移動の解析法

（２回） 

室内で発生する汚染物質の濃度の表現法、定常状態における室

内濃度の計算手法について基礎的な知識を身に付けると共に、

必要換気量の概念、各種汚染物濃度に基づく必要換気量の値に

ついて基本的な専門知識を身に付ける。（包括１回） 

室内汚染物量の微分方程式を基に非定常状態における室内汚

染物濃度の変化式の誘導、トレーサーガス法の原理と換気量計

算手法について高度な専門知識を身に付ける。（高度１回） 

ＡＦ  

室 内 の 気 流 分

布・温度分布の解

析法（１回）  

 

換気あるいは空調される室内における、気流分布の定性的・定

量的予測方法に関する専門的知識を身に付けるとともに、実際

の設計における予測計算手法についての高度な専門知識を身

に付ける。（高度２回） 

Ｆ  

住宅の換気・通風

問題（0.5 回）  

 

高気密・高断熱化する住宅に於ける換気不足による室内空気汚

染問題に関連して、住宅の気密性の評価方法及び気密性の測定

方法に関する高度な専門知識を身に付け、併せて，通風量の計

算方法と通風設計についての専門的な知識を身に付ける（高度

１回）。 

Ｆ  

自然換気・ハイブ

リ ッ ド 換 気 に よ

る 建 築 の 省 エ ネ

ルギー（0.5 回） 

省エネルギーの観点から自然換気およびハイブリッド換気を

用いた建築を分析すると共に、その定量的な評価手法について

の高度な専門知識を身に付ける（高度１回）。 

Ｆ  

授業計画・概要  

学期末試験（１回）   

教科書  伊藤克三他著「大学課程 建築環境工学」、オーム社 

参考図書・文献等  上記資料中に示している。 

成績評価方法・評価基準  ＡとＦについて、学期末試験(80%)と小レポート(20%)で評価する 

オフィスアワー  随時 e-mail にて対応する 

コメント  教科書の他にプリント、スライドを併用する。期末試験は教科書の精読による各自の学

習を前提として出題する。学生の自己点検のため、希望者には期間を指定して学期末試

験の答案を開示することとする。 

 


